

























































































































































































































































































































機関数 用紙回答 テキストファイル 入カプログラム インターネット 機関数
平成3年度（1991）588 361 --- --- --- 361
平成4年度（1992）631 136 240（0） --- --- 376
平成5年度（1993）631 242 161（27） --- --- 376
平成6年度（1994）639 245 150（18） --- --- 377
平成7年度（1995）639 216 44（13） 152（15） --- 384
平成8年度（1996）638 225 53（10） 145（29） --- 384
平成9年度（1997）637 217 41（9） 136（13） --- 372
平成10年度（1998）641 207 27（8） 122（4） 12（2） 354
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第3章　調査票入力画面用サーバ管理ツール サーバ管理ツール
3.1サーバ管理ツール
3.1.1機能と特徴
　　調査票入力画面用サーバ管理ツール（以下サーバ管理ツールと呼ぶ）は、インターネッ
　トを通してWWWサーバ上の調査票入力画面を回答機関（者）のブラウザ上に配信し、そ
　こに回答されたデータの管理をするためのシステムです。以下にサーバ管理ツールの機能
　と特徴を記述します。
1　調査票入カ画面プロジェクトのJARファイルの登録、削除ができる
　別途作成した調査票入力画面をインターネットを通してウェブブラウザ上に配信す
るために、調査票入力画面プロジェクトのJARファイルを登録したり、また、既に登
録されている調査票入力画面プロジェクトの削除ができます。
　→　詳細については「3.3　プロジェクトの登録」をお読みください。
2　回答機関（者）情報の登録、削除及び変更ができる
　調査回答機関（者）の情報（ユーザID、機関No．、機関名およびパスワード）の
登録、削除及び変更が行えます。
　　→　詳細については「3.2　機関情報」をお読みください。
3　調査票の回答データの更新（アップデート）ができる
　調査回答データは一時ファイルとして保存されます。その後サーバ管理ツールを用い
てマスターデータを更新することができます。したがってマスターデータはバックアッ
プとして機能します。
　　→　詳細については「3.4.1　アップデート」をお読みください。
4　既存の調査回答データの登録（アップロード）ができる
　　これまでにWindows版あるいはDOS版の調査票入カプログラムを使って回
答されたデータがある場合、そのタグファイルデータの形式を変換し登録することがで
きます。登録されたデータはマスターデータとしてInterNet版の調査票入力画
面で呼び出して利用することができます。
　　→　詳細については「3.4.2　アップロード」をお読みください。
5.調査回答データの通番を整理できる（データ圧縮）
　調査回答データの通番が削除と追加の繰り返しで歯抜け状態になっている場合に、レ
コード通番を整理し連続番号に直すことができます。
　　→　詳細については「3.4.3　データ整理」をお読みください。
6.調査回答データの内容表示、削除、旧データのバックアップができる
　調査回答データの内容をレコード単位で表示したり、不要なデータの削除やデータの
　コピーができます。
　　→　詳細については「3.5.2　レコード情報管理」をお読みください。
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7　アクセスユーザのアクセス情報の管理ができる
　　システムへの回答機関（者）のアクセス情報を表示できます。調査票ごとに最新ログ
イン時間、最新ログアウト時間、接続人数、総接続人数などの情報を表示できます。
　→　詳細については「3.5.1　アクセス情報管理」をお読みください。
8　調査への回答時間を設定できる（アクセスクリア）
　　同じ回答機関（同じユーザID）の誰かが調査票画面を開いた状態のままでいると、
別の人が同じ調査票に回答できなくなる可能性があります。そこで、無応答時間を設定
　し、その時間が経過したら強制的にその人の回答権限をなくし、別の人に回答できる権
利を与えるようにします。
　　9　詳細については「3.5.3　タイマー情報管理」をお読みください。
9　システム運用時にエラーが発生した場合の情報を表示できる
　　回答データの登録エラーや環境エラーなど、システム運用中に生じた様々なエラーの
情報を表示できます。
　　→　詳細については「3.5.4　エラー情報管理」をお読みください。
10　システムのバージョンを表示できる
　サーバ管理ツールのバージョン情報を表示できます。
　→　詳細については「3.5.5　バージョン情報」をお読みください。
11.お知らせメッセージを表示できる
　回答機関（者）に対して、サーバの運転スケジュール等、臨時的にアナウンスしたい
　場合には、お知らせメッセージで表示することができます。
　→詳細については「3.6　お知らせメッセージ」をお読みください。
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　　3.1.2環境設定
　　　　　サーバ管理ツールを運用するためには、以下のように環境を設定する必要があります。
　　　　　1）調査票入力画面用実行モジュールと各種ファイルの設定
　　　　　　　以下に、Eドライブに環境を設定した例を示します。
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※1 これらのファイルは回答機関（者）ごとに存在するため、ファイル名の前にユーザ名が付
加されます。（例．USER0001AcceInfo.txt）
※2 プロジェクト名とは、調査票入カプログラムの拡張子JARを省いた部分の名称を指しま
す。
※3 xxxxxxxxは機関番号を示し、yyy.zzzは調査票名を表します。yyyは3
桁の数字、zzzは英字3文字からなります。
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　　2）Javaの実行環境の設定
　　　1.サーバにJBuilder2をインストールします。インストール先はルート
　　　　　ドライブにして下さい。（ただし、ルートドライブとは、調査票入カプログラム
　　　　　のシステム環境をインストールしたドライブを指します。）これは、サーバ管理
　　　　　ツールやCGIを動作させるために必要な実行モジュールです。
2　エイリアスの設定を次のようにして行います。（Intemet　Information
　　Server4.0の場合）
①インストールしたJBuilder2￥java￥binフォルダを選択し、右クリックします。
②プルダウンメニューの中から「プロパティ」を選択します。すると、「javaの
　　　プロパティ」ダイアログが表示されます。
③　　「Web共有」タブを左クリックします。
④次に以下の設定を行います。
　　　共有（H）：規定のWebサイト
　　　このフォルダを共有にする（S）
　　　を選択します。
　　　すると、エイリアスの編集ダイアログが表示されます。
⑤ディレクトリ（D）：E：￥JBuilder2￥java￥bin（ルートドライブをEドライブ
　　　とした場合）
　　　エイリアス（A）　：java-binを記述します。
　　　アクセス：読み取り、実行、スクリプトにチェックします。
⑥「OK」ボタンを左クリックします。すると、エイリアスの編集ダイアログ
　　　が消去されます。
⑦「OK」ボタンを左クリックします。
3）調査票入力画面用初期化ファイルの内容変更
　　調査票入力画面を実行させるために作成した環境に合わせて、調査票入力画面用初
期化ファイルの内容を変更します。調査票入カ画面用初期化ファイルには、CGIの
パラメータ用のCgiCom.iniと、共通ファイル環境用のNierNet.iniの2
　つあります。
1.CgiCom.ini
Http：//Xxxxx/java-bin/java.exe？・classpath＋Y./JBuilder2/java/lib/classes.zip;Z/Nier/cgi-bin/CG
I.jar＋CGI．
2.NierNet.ini
PROJECTPATH＝Z/Nier/Project/プロジェクトの環境パス
FILEPATH＝Z/Nier/File/ 共通ファイルの環境パス
HTMLPATH＝Z/Nier/Html/共通HTMLの環境パス
CGIPATH＝Z/Nier/Cgi-bin/ CGIの実行モジュールパス
CSVPATH＝Z/1Nier/File/Csv/CSV作成パス
JARCOPYPATH＝Z/Nier/JAREDITBAK配布用調査票入力画面のコピー先パス
APPLICATIONPATH＝Z/Nier/ApIbin/サーバ管理ツール実行モジュールパス
GIFFILEPATH＝Z/Nier/File/Version.Gifバージョン情報GIFファイルパス
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CGIACTIONPATH＝Z/Nier/CgiAct/CGI実行フラグファイルパス
HOMEPATH＝http：//Xxxxx/html/Menu.htmlホームページのリンク先ファイル
SYSTEMROOT：http：//Xxxxx/Nier／調査票入カプログラム支援システム環境パス
CSVDOWN：http：//Xxxxx/Nier/File/Csv／CSVファイル作成環境パス
CODEBASE＝http：//Xxxxx/Nier/html共通HTMLの環境パス
PROCODEBASE：http：//Xxxxx/Nier/Project/プロジェクトの環境パス
COMMANDPATH＝W:/WINNT/SYSTEM32/Windowsコマンド実行パス
THAWINGPLACE＝Y:/JBuildaer2/java/bin配布用調査票入力画面の解凍先パス
OSFLAG＝WINDOWS WWWサーバOSフラグ
TESTUSERID＝NIERUSER管理者用ユーザID
TESTPASSWORD＝NIERPASS管理者用パスワード
TESTKIKANNO＝00000000管理者用機関No．
TESTKIKANNAME＝NIERNAME管理者用機関名
THAWINGSLEEPTIME＝60000配布用調査票入力画面の解凍時間（1／1000秒）
CSVDELETETIME＝120000CSVファイル削除間隔時間（1／1000秒）
HISTINFODELETETIME＝120000履歴ファイル削除間隔時間（1／1000秒）
CGISLEEPTIME＝1000 CGI排他ウェイト時間（1／1000秒）
※　以下のイタリック文字以外は固定文字列として扱います。
　Xxxxx：WWWサーバの名前もしくはIPアドレス
　　　Y　：WWWサーバの実行環境Javaフォルダがあるドライブ
　　　Z　：WWWサーバの調査票入力画面用実行モジュールのあるドライブ
　　　W　：WWWサーバ内の既存フォルダWinNTのあるドライブ
　Cgi-bin：エイリアス名
3.1.3　ショートカットの作成
　　　環境の設定が終わったら、サーバ管理ツールのショートカットを作成します。手順は次
　　の通りです。
　　（1）WindowsNTの「スタート」ボタンを右クリックし、次に「エクスプローラ」
　　　　　を左クリックしてエクスプローラを起動します。
　　（2）Nier￥Aplbinフォルダを開き、MainMenu.jarを選択し、右クリックします。
　　（3）プルダウンメニューの「ショートカットの作成」を選択し、右クリックします。すると、
　　　　　Nier￥Aplbin配下に「MainMenu.jarへのショートカット」が作成されます。
　　（4）　「MainMenu.jarへのショートカット」を選択し、Windowsのディスクトップ画面ヘドラ
　　　　　ッグアンドドロップします。
　　（5）ディスクトップ上の「MainMem.jarへのショートカット」を右クリックし、プルダウンメ
　　　　　ニューの「名前の変更」を選択します。そして名前を「サーバ管理ツール」に変更
　　　　　します。
　　（6）次に、そのショートカットを右クリックし、プルダウンメニューの「プロパティ」
　　　　　を選択します。すると、「サーバ管理ツールのプロパティ」が表示されるので、ショー
　　　　　トカットタブを選択し、リンク先のフィールドと作業フォルダのフィールドに次のよう
　　　　　に設定します。
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　　　　　　リンク先：X:￥JBuilaer2￥java￥bin￥jrew.exe-cp　Y:￥Nier￥Aplbin￥MainMenu.jar
　　　　　　　　　　MainMem.MainMemApp1
　　　　　　作業フォルダ：X￥JBuilder2￥java￥bin
　　　　　（7）次にアイコンを変更します。「サーバ管理ツールのプロパティ」画面の「アイコ
　　　　　　　　ンの変更」ボタンを左クリックします。「アイコンの変更」画面のファイル名フ
　　　　　　　　ィールドを次のように変更し、「OK」ボタンを左クリックします。すると、「ア
　　　　　　　　イコンの変更」画面がクローズされます。
　　　　　　　ファイル名：￥Nier￥File￥Tes.ico
　　　　　　　　さらに「サーバ管理ツールのプロパティ」画面の「適用」ボタンを左クリックし、
　　　　　　　最後に、「OK」ボタンを左クリックして終了です。
※　上記のイタリック文字は以下のドライブ名を示します。
　X　　：WWWサーバの実行環境Javaフォルダがあるドライブ
　Y　　：WWWサーバの調査票入力画面用実行モジュールのあるドライブ
3.1.4　ATコマンドの設定
　　　システムを稼動させると、WWWサーバ上にCSVファイルと履歴ファイルの2つのフ
　　ァイルが日単位で作成されます。日が経過するとこれらのファイルは不要となるため、削
　　除するプログラムを実行します。また、回答者の誰かが調査票を開いた状態のままでいる
　　と、別の人が同じ調査票に回答できなくなる可能性があります。そこで、ある時間が経過
　　したら強制的にその人の回答権限をなくし、別の人に回答できる権利を与えるように監視
　　するプログラムを実行します。そのためには、以下の手順に基づいて操作を行います。ま
　　た、サーバを再起動した場合にも必ず行って下さい。
（1）メニューバーより「設定」を選択する。
（2）「コントロールパネル」9　「サービス」を選択する。
（3）リストから「schedule」を選択し、　「開始」ボタンを押下する。
（4）リストの項目：状態が「開始」になっていることを確認する。
（5）MS-DOSプロンプトを開く。
（6）以下の①～③のコマンドを起動して下さい。
①CSVファイル削除プログラム起動用
　C：¥AT0：00／every：Sunday,Monday,Tuesday,Wednesday,Thursday,Friday
　Saturday“X￥Nier￥Aplbin￥CsvDel.bat”
②HISTファイル削除プログラム起動用
　C：￥AT0：00／every：Sunday,Monday,Tuesday,Wednesday,Thursday,Friday
　Saturday“X￥Nier￥Aplbin￥HistDel.bat”
③アクセス人数クリアプログラム起動用
　C：￥AT0：00／every：Sunday,Monday,Tuesday,Wednesday,Thursday,Friday
　Saturday“X￥Nier￥Aplbin￥A㏄eClear.bat”
※　X：WWWサーバの調査票入力画面用実行モジュールのあるドライブを示します。
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参考資料
ATコマンドの使用方法
　ATコマンドは、指定した日時にコマンドとプログラムがコンピュータで実行されるよ
うにスケジュールします。ATコマンドを使用するには、Scheduleサービスが実行中で
なければなりません。
AT［¥¥コンピュータ名]［［id]［/DELETE]│/DELETE［/YES]]
AT［¥¥コンピュータ名]時刻［／INTERACTIVE]
　　［／EVERY:日付[，．．．]│／NEXT：日付[，．．．]]“コマンド”
¥¥コンピュータ名 リモートコンピュータを指定します。このパラメータを省略し
たときは、ローカルコンピュータでコマンドがスケジュールされ
ます。
Id スケジュールされたコマンドに割り当てられた識別番号です。
／delete スケジュールされたコマンドを取り消します。
idを指定しなかったときは、コンピュータでスケジュールされ
ているすべてのコマンドが取り消されます。
／yes 確認せずにすべてのジョブコマンドを取り消すときに使用しま
す。
時刻 コマンドが実行される時刻を指定します。
/interactiveジョブの実行中、ジョブはログオンしているユーザーのデスクト
ップとの対話を許可します。
／every:日付[，．．．] 毎週指定した曜日に、または毎月指定した日にコマンドが実行さ
れます。
／next:日付[，．．．]
日付を省略したときは、その月の今日の日付が使用されます。
指定したコマンドが次の日付（たとえば、次の火曜日）に実行さ
れます。
“コマンド”
日付を省略したときは、その月の今日の日付が使用されます。
実行したいWindows　NTコマンド、またはバッチプログラムで
す。
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　　3.1.5　サーバ管理ツールの起動と終了
　　　1）起動方法
　　　　　サーバ管理ツールを起動するには、「サーバ管理ツールへのショートカット」のアイコ
　　　　ンを左クリックもしくは、ダブルクリックします。パスワード入カ画面が表示されたらパ
　　　　スワードを入力して、「実行」ボタンを左クリックします。
　　　　　※　2重起動はしないでください。
図3-1サーバ管理ツールの起動
2）終了方法
　サーバ管理ツールを終了するには、サーバ管理ツールのメニューバーの「ファイル」を
左クリックして、プルダウンメニューの中の「終了」ボタンを左クリックするとサーバ管
理ツールを終了します。
　※サーバ管理ツールは右上隅の「×」ボタンを左クリックしても終了できません。
図3-2サーバ管理ツールの終了
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3.2　機関情報
　　ここではサーバ管理ツールに登録する調査回答機関（者）の情報についての登録、削除の
　方法を説明します。
　　　3.2.1　機関情報登録
　　　　機関情報は、調査回答機関（者）の機関番号（No．）、機関名、ユーザID、パスワー
　　　ドで構成されます。この情報に基づいてサーバ管理ツールは、調査票の配信先を管理しま
　　　す。機関情報を登録する方法は2種類あります。ひとつは直接入力する方法、もう一つは
　　　ファイルにより一括登録する方法です。
　　　　直接入力するには、メインメニューの「ファイル」を左クリックし、次にプルダウンメ
　　　ニューの中の「機関」から「登録」を左クリックします。すると機関登録ウィンドウが表
　　　示されます。機関No．（半角、数字8文字）、機関名（全角30文字以内）、ユーザID（半
　　　角、英数字8文宇）、パスワード（半角、英数字8文字以内）を各フィールドに入力して
　　　「登録」ボタンを左クリックすると機関情報が登録されます。ここで「キャンセル」ボタ
　　　ンを左クリックすると、処理を終了してメインメニューに戻ります。
図3-3　機関情報登録
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　　　3.2.2　一括ファイル登録
　　　　たくさんの機関情報を登録する場合には、直接入力する以外にファイルによって一括し
　　　て登録することができます。一括ファイル登録を行うには、必要項目を入力したファイル
　　　を事前に作成しておく必要があります。
　　　　登録のファイルは、機関No．、機関名、ユーザID、パスワードの4つの項目で構成
　　　されます。ファイルには、ユーザID、パスワード、機関No．、機関名の順に半角のカ
　　　ンマで区切って入力します。各項目の文字数等の制約は、直接入力する場合と同様です。
　　　　1機関分のデータを1行に入力し、改行します。ファイルフォーマットは必ずテキスト形
　　　式で作成し、拡張子は．txtにします。ファイルを登録するにあたり任意のフォルダを作
　　　成し、このファイルを格納しておきます。
入カフォーマット：
ユーザID　，パスワード　，機関No．，機関名
各項目の間には必ずカンマを入れてください。
入力例：
USER0001　，1Pass　，00000001　，機関名1
USER0002　，Pass　，00000002　，機関名2
USER0003　，Pass　，00000003　，機関名3
USER0004　，Pass　，00000004　，機関名4
USER0005　，Pass　，00000005　，機関名5
　次に、機関登録画面の「ファイル登録」ボタンを左クリックすると、ファイル登録ウィ
ンドウが表示されます。まず、「ファイルパス指定」ボタンを左クリックして登録データ
のドライブ選択を行います。登録ファイル名フィールドにファイル名が表示されるのでリ
ストの中からファイルを選択します。すると選択ファイルのデータ（機関No．／機関名
／ユーザID／パスワード）が表示（参照のみで修正・追加はできません）されます。「登
録」ボタンを左クリックするとファイルの内容が登録されます。「戻る」ボタンを左クリ
ックすると機関登録ウィンドウヘ戻ります。
　「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
　※　登録ファイル名にエラーがある場合は登録できません。詳細は、「3.2.3エラ
　　ーリスト」をお読みください。
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図3-4　一括ファイル登録
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3.2.3　エラーリスト
　エラーリストは、ファイル登録画面で選択された登録ファイル名にエラーがある場合に
マスクが解除され、「エラーリスト」がクリックできます。「エラーリスト」を左クリック
すると、その登録ファイルのエラーの内容を表示します。「OK」ボタンを左クリックす
るとファイル登録画面に戻ります。
図3-5　エラーリスト表示
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3.2.4　機関情報変更
　登録された機関の情報を変更する場合には、メインメニューの「ファイル」を左クリッ
クして、プルダウンメニューの中の「機関」から「変更」を左クリックします。すると機
関名変更画面が表示されます。
　登録機関名フィールドに全登録機関がリスト表示されるので、変更したい機関名を選択
し、機関名あるいはパスワードを変更します。（機関No．及びユーザIDは変更できま
せん。）「変更」ボタンを左クリックすると変更情報が登録されます。「キャンセル」ボタ
ンを左クリックすると処理を終了してメインメニュー画面に戻ります。
図3-6機関情報変更
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3.2.5　機関情報削除
　機関情報を削除する場合には、メインメニューの「ファイル」を左クリックしてプルダ
ウンメニューの中の「機関」から「削除」を左クリックします。すると機関削除画面が表
示されます。　登録機関名フィールドに全登録機関がリスト表示されるので、削除したい
機関名を選択（複数選択可）し、「削除」ボタンを左クリックします。削除確認ダイアロ
グが表示され、「OK」ボタンを左クリックすると機関が削除されます。「キャンセル」ボ
タンを左クリックすると削除が行われずに機関削除画面に戻ります。
　機関削除画面で「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニュ
ーに戻ります。
図3-7　機関情報の削除
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3.3プロジェクトの登録
　　調査票入力画面によって調査回答機関（者）にインターネットを通して調査回答を行わせる
ためには、サーバ管理ツールにプロジェクトファイル（JARファイル）を登録しなければな
　りません。ここでは、その登録方法について説明します。
　　登録作業を行う前に、ディスク上にフォルダを作成し、そのフォルダにJARファイルとそ
のファイルに使用したすべてのJavaファイルを格納しておきます。
3.3.1　プロジェクト登録
　　　メインメニューの「ファイル」を左クリックし、プルダウンメニューの「プロジェクト」
　　から「登録」を左クリックすると、プロジェクト登録（1／2）ウィンドウが表示されま
　　す。プロジェクト登録（1／2）ウィンドウでは、作成されたプロジェクトファイル（J
　　ARファイル）の選択を行います。
図3-8　プロジェクト登録（1／2）ウィンドウの起動
　取得場所フィールドの右側にある「ファイルパス指定」ボタンを左クリックすると、「フ
ァイルを開く」ウィンドウが表示されます。ここで登録プロジェクトの保管場所ドライブ
及びフォルダの選択します。するとプロジェクトの保管場所にあるファイルが一覧表示さ
れるので、登録プロジェクト（～．jar）を選択します。ファイル名フィールドに選択
された登録プロジェクト（～．jar）が表示されたら「開く」ボタンを左クリックし、
プロジェクト登録（1／2）ウィンドウに戻ります。あるいは、「キャンセル」ボタンを
左クリックするとファイルを選択せずにプロジェクト登録（1／2）ウィンドウに戻りま
す。
　次にプロジェクトフィールドに調査票作成環境で作成されたプロジェクトが表示され
るので、プロジェクトを選択して「NEXT」ボタンをクリックすると、プロジェクト登
録（2／2）画面に遷移します。「キャンセル」ボタンをクリックすると処理を終了し、メ
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インメニューに戻ります。
　　　　　図3-9　登録プロジェクトの選択
図3-10　プロジェクトの登録内容表示
　次に遷移後のプロジェクト登録（2／2）ウィンドウでは、先に選択されたプロジェク
トを登録します。まず、メインメニュー先フィールドに表示されているリストの中の.h
tmlを選択します。次にプロジェクト登録（1／2）ウィンドウで選択されたプロジェ
クトに対してカテゴリ名の入カを行い「登録」ボタンを左クリックするとプロジェクトが
登録されます。「戻る」ボタンを左クリックするとプロジェクト登録（1／2）ウィンド
ウに戻ります。
　「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を中止し、メインメニューに戻りますま
す。
　　　　　　　　　　　　図3-11　プロジェクトの登録（2/2）ウィンドウ
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　次に「チェック」ボタンの機能について説明します。新規プロジェクト登録時には「チ
ェック」ボタンはマスクがかかっていてマウスでクリックできません。「チェック」ボタ
ンは、プロジェクトを再度登録する時に使用します。
　「チェック」ボタンを左クリックして呼び出される「調査票テストチェック」は、登録
プロジェクトに含まれる調査票を修正したり、追加した場合に、関係する調査票のみをテ
ストするためのものです。修正されていない調査票についてはチェックをパスします。こ
こでのチェックは、調査票がブラウザで正しく開かれるように作成されているかを確認し
ます。
　調査票テストチェックウィンドウにはプロジェクト登録（2／2）ウィンドウで入力さ
れた登録プロジェクトの全調査票名が表示されます。テストする調査票名のチェック欄を
左クリックすると＊が表示されるので、調査票名をチェックして「設定」ボタンを左クリ
ックし調査票のテストをします。「戻る」ボタンを左クリックするとプロジェクト登録（2
／2）ウィンドウに戻ります。
　※　一部の調査票を削除したプロジェクトを登録する場合には、必ずすべての調査票を
　　チェックして下さい。
図3-12　調査票テストチェック
　プロジェクト登録ウィンドウで一度プロジェクトの登録を行ったあと、再度同一プロジ
ェクトの登録を行う場合に時に「上書き確認ダイアログ」が表示されます。「OK」ボタ
ンを左クリックすると前回登録されたプロジェクトデータを削除し、登録し直します。
「キャンセル」ボタンを左クリックするとプロジェクト登録（2／2）ウィンドウに戻り、
登録を中止します。
図3-13　上書きの確認
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3.3.2　カテゴリ名変更
　　プロジェクト登録したカテゴリ名を変更するには、メインメニューの「ファイル」を左
　クリックし、プルダウンメニューの「プロジェクト」から「カテゴリ名変更」を左クリッ
　クします。カテゴリ名変更ウィンドウに表示されているカテゴリ名の中から変更したいカ
　テゴリ名を選択すると、カテゴリ名フィールドに選択されたカテゴリ名が表示されます。
　そこでカテゴリ名を選択して「変更」ボタンを左クリックするとカテゴリ名が変更されま
図3-14　カテゴリ名の変更
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3.3.3　配布先変更
　　　配布先変更ではカテゴリの配布先の変更を行います。配布先変更を行うには、メインメ
　　ニューの中から「ファイル」を左クリックしてプルダウンメニューの中の「プロジェクト」
　　から「配布先変更」を左クリックします。配布先変更ウィンドウ中の配布カテゴリ名に全
　　登録カテゴリ名リストが表示されるので、配布先を変更したいカテゴリ名を選択します。
　　次に配布先機関Noに全配布先機関Noが表示されるので、変更したい配布先機関Noを
　左クリックし、選択（複数選択可）します。「全選択」ボタンを左クリックすると配布先
　機関Noが全て選択されます。「全選択クリア」ボタンを左クリックすると配布先機関N
　　oが全て選択解除されます。「変更」ボタンを左クリックすると配布先が変更されます。
　　「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
　　　　図3-15　配布先の変更　　　インターネット版アンケート調査支援システム操作マニュアル75
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3.3.4　プロジェクト削除
　　　プロジェクトを削除するためには、メインメニューの「ファイル」を左クリックして、
　　プルダウンメニューの「プロジェクト」から「削除」を左クリックします。削除したいプ
　　ロジェクトをプロジェクト削除ウィンドウに表示されているカテゴリ名の中から選択（複
　数選択可）し、「削除」ボタンを左クリックします。ここで「キャンセル」ボタンを左ク
　　リックすると何も削除せずにメインメニューに戻ります。削除確認ダイアログが表示され、
　　「OK」ボタンを左クリックするとプロジェクトが削除されます。削除確認ダイアログで
　　「キャンセル」ボタンを左クリックするとプロジェクト削除ウィンドウに戻ります。
図3-16プロジェクトの削除
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3.4データファイル管理
　ここではサーバ管理ツールで行う調査回答データのファイル操作について説明します。
3.4.1　アップデート
　　　調査回答データは、登録されるとサーバの中の編集用フォルダに格納されます。通常は、
　　この編集用フォルダのデータに対して修正や追加が行われます。一方、以前のデータはマ
　　スターファイルとして、バックアップ用フォルダに入っています。データの安全性のため
　　に編集用フォルダのデータをバックアップ用フォルダにアップデートしておきます。
　　　アップデートを行うと編集用フォルダのファイルは一端消去されます。
　　　アップデートを行うには、メインメニューの「ファイル」を左クリックしてプルダウン
　　メニューの中の「アップデート」を左クリックします。するとアップデートウィンドウが
　　表示されます。
　　　機関名フィールドに全登録機関が一覧表示されるので、アップデードを行う機関を選択
　　（複数選択可）し、「OK」ボタンを左クリックするとアップデートされます。「キャンセ
　ル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
図3-17　アップデート
インターネット版アンケート調査支援システム操作マニュアル77
第3章　調査票入カ画面用サーバ管理ツール　　データファイル管理
3.4.2　アップロード
　　　これまでにWindows版やMS-DOS版の調査票入カプログラムで入力された
　　データファイルをインターネットによる調査で、調査回答のひな型として使用したい場合
　　があります。そのためにはファイルをアップロードする必要があります。
　　　アヅプロードを行うには、メインメニューの「ファイル」を左クリックし、プルダウン
　　メニューの「アップロード」を左クリックします。するとアップロード（1／2）ウィン
　　ドウが表示されます。
　　　まず、Winファイルの取得場所右の「ファイルパス指定」ボタンを左クリックしてデ
　　ータファイルのドライブ選択を行います。Winファイルの取得場所にファイルが指定で
　　きたら、機関フィールドからどの機関のデータとして登録するかを選択し、「NEXT」
　　ボタンを左クリックします。「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメ
　　インメニュー画面に戻ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3-18　アップロード
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　次にアップロード（2／2）ウィンドウが表示されます。ここではアップロード（1／
2）で選択した機関のカテゴリ名と調査票名が表示されます。まず、カテゴリ名フィール
ドには全カテゴリ名が表示されるので、該当のカテゴリ名を選択します。次に、選択カテ
ゴリ名に対する調査票名が表示されます。調査票名を選択し、「アップロード」ボタンを
左クリックするとアップロードを行います。「戻る」ボタンを左クリックするとアップロ
ード（1／2）ウィンドウに戻ります。、「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を
終了してメインメニューに戻ります。
図3-19アップロードの設定
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3.4.3　データ整理
　　　調査票の中でマルチレコードタイプの調査回答データは、レコード通番で管理されてい
　　ます。レコードの更新作業では削除や追加が行われますが、削除されたレコード通番は欠
　　番となり、追加レコードには最終レコードの次の番号が割り振られます。そこで、レコー
　　ド通番を整理するため「データ整理」を行います。この作業は、アップデートで編集用フ
　　ォルダのファイルをバックアップフォルダに移動させた後に行います。
　　　データ整理を行うには、メインメニューの「ファイル」を左クリックし、プルダウンメ
　　ニューの「データ整理」を左クリックします。するとデータ整理（1／2）ウィンドウが
　　表示されます。
　　　ユーザIDフィールドに全登録ユーザIDが表示されます。リストの中から該当機関を
　　選択すると、カテゴリ名フィールドに選択機関のバックアップデータのみが存在するすべ
　　てのプロジェクトが表示されます。そこで該当プロジェクトを選択し、「NEXT」ボタ
　　ンを左クリックします。「キャンセル」ボタンを左クリックすると、処理を終了してメイ
　　ンメニューに戻ります。
図3-20　データ整理（1／2）ウィンドウ
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　続いて、データ整理（2／2）ウインドウが表示され、選択したプロジェクトの調査票
名が一覧されます。データ整理を行いたい調査票名の整理欄を左クリックし＊を表示させ
ます（複数選択可）。「整理」ボタンを左クリックするとデータの通番を整理します。
　また、コピーを行いたい場合は、データ整理を行う調査票のみコピー欄を左クリックし
＊を表示させます。コピー欄が一つでも選択されている場合、「ファイルを開く」ダイア
ログが表示されますので、コピー先のディレクトリを指定し、「開く」ボタンを左クリッ
クします。
　「戻る」ボタンを左クリックするとデータ整理（1／2）ウィンドウヘ戻ります。「キャ
ンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
図3-22コピー先指定
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3.5情報管理機能
　　ここではメインメニューの補助に割り当てられている情報管理機能について説明します。情
　報管理機能としては、アクセス情報、レコード情報、タイマー情報及びエラー情報を管理する
　機能があります。
3.5.1　アクセス情報管理
　　アクセス情報管理では、全登録ユーザのサーバへのアクセス情報、プロジェクトへのア
　クセス情報及び調査票へのアクセス情報を管理します。
　　アクセス情報管理を行うには、メインメニューの「補助」を左クリックし、プルダウン
　メニューの「アクセス情報」を左クリックします。アクセス情報（1／3）ウィンドウが
　表示されすべての登録ユーザIDと接続人数が表示されます。表示リストのユーザIDを
　選択して「NEXT」ボタンを左クリックするとアクセス情報（2／3）ウィンドウが表
　示されます。「キャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに
　戻ります。
図3-23　アクセス情報（1／3）ウィンドウ
　アクセス情報（2／3）ウィンドウには、アクセス情報（1／3）ウィンドウで選択さ
れたユーザIDのプロジェクトとそのユーザIDでプロジェクトに接続している人数が
表示されます。
　リストの中に表示されたプロジェクトを選択して「NEXT」ボタンを左クリックする
とアクセス情報（3／3）ウィンドウが表示されます。「戻る」ボタンを左クリックする
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とアクセス情報（1／3）ウィンドウに戻ります。「キャンセル」ボタンを左クリックす
ると処理を終了してメインメニューに戻ります。
図3-24　アクセス情報（2／3）ウィンドウ
　アクセス情報（3／3）ウィンドウには、アクセス情報（2／3）ウィンドウで選択さ
れたプロジェクトの調査票名が表示されます。左からレコードタイプ（マルチかシングル）、
調査票、ログイン、ログアウト、接続人数、総接続人数、状態区分の各項目が表示されま
す。
　ここではシングルレコードタイプの調査票のみに情報が表示されます。マルチレコード
タイプの調査票の情報については、「詳細」ボタンを左クリックすることで、マルチレコ
ード詳細ウィンドウを表示します。（シングルレコード反転表示時は「詳細」ボタンはマ
スクがかかります。）
　「戻る」ボタンを左クリックするとアクセス情報（2／3）ウィンドウに戻ります。「キ
ャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
図3-25　アクセス情報（3／3）ウィンドウ ガイダンス表示
レコードタイプ欄には、マルチはM、シングルはSで表示します。
調査票欄には、プロジェクトの調査票名を表示します。
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　　　　　ログイン欄には、最新アクセスのログイン日時を表示します。
　　　　　ログアウト欄には、最新アクセスのログアウト日時を表示します。
　　　　接続人数欄には、現在調査票に接続している人数を表示します。
　　　　総接続人数欄には、今までに調査票に接続した総数を表示します。
　　　　状態区分欄には、現在の調査票の状態区分を表示します。
　マルチレコード詳細ウィンドウでは、アクセス情報（3／3）ウィンドウで選択された
マルチレコードタイプの調査票に対するアクセス情報を表示します。マルチレコード詳細
画面には、レコード名、ログイン、ログアウト、アクセス回数、状態区分の各情報が表示
されます。「戻る」ボタンを左クリックするとアクセス情報（3／3）ウィンドウに戻り
ます。
図3-26　マルチレコード詳細ウインドウ
レコード名は、調査票名に複数アクセスした日時分秒を表示します。
ログイン欄には、最新アクセスのログイン日時を表示します。
ログアウト欄には、最新アクセスのログアウト日時を表示します。
アクセス回数欄には、調査票に接続した回数を表示します。
状態区分欄には、現在の調査票の状態区分を表示します。
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3.5.2　レコード情報管理
　　　調査票に回答されたデータ内容の表示、削除及び旧データのコピーを行うために、レコ
　　ード情報管理機能があります。
　　　レコード情報管理を行うには、メインメニューの「補助」を左クリックし、プルダウン
　　メニューの中の「レコード情報」を左クリックすると、レコード情報（1／2）ウィンド
　　ウが表示されます。ユーザIDフィールドに全登録ユーザIDがリスト表示されるので、
　　ユーザIDを選択します。するとカテゴリ名にすべての登録プロジェクトが表示されます。
　　レコード情報を表示したいプロジェクトを選択し、「NEXT」ボタンを左クリックする
　　とレコード情報（2／2）ウィンドウが表示されます。「キャンセル」ボタンを左クリッ
　　クすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
図3-27　レコード情報（1／2）ウィンドウ
　レコード情報（2／2）ウィンドウでは、レコード情報（1／2）ウィンドウで選択さ
れたユーザIDに対するプロジェクトのレコード情報を表示します。左からレコードタイ
プ、調査票名、レコード名、レコード数、作成日の各項目が表示されます。
　次に、回答データの内容を参照するには「内容表示」ボタンを左クリックします。回答
データのコピーを行うには「コピー」ボタンを左クリックします。バックアップフォルダ
の回答データを復活させるには「削除」ボタンを左クリックします。
　　「戻る」ボタンを左クリックするとレコード情報（1／2）ウィンドウに戻ります。「キ
ャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
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図3-28 レコード情報（2／2）ウィンドウ
レコードタイプ欄には、マルチはM、シングルはSで表示します。
調査票欄には、プロジェクトの調査票名を表示します。
レコード名欄には、タイトルNo.yymmddhhmmssで表示されます。
レコード数欄には、いままでに登録したレコード数を表示します
作成日欄には、調査票を作成した日時を表示します。
　次に、「内容表示」ボタンを左クリックした場合には、レコード情報（2／2）ウィン
ドウで選択されたレコードが内容表示ウィンドウに表示されます。
　調査票の内容表示はシングルレコードタイプの調査票のみについて表示されるので、マ
ルチレコードタイプの調査票データを内容表示したい場合には調査票をダブルクリック
します。するとレコード数に応じたタイトルが表示されるので内容表示させたいレコード
のタイトルを選択します。「内容表示」を左クリックすると内容表示ウィンドウを表示し
ます。シングルレコードタイプの調査票を選択した場合には、ダブルクリックをせずにた
だ「内容表示」ボタンを左クリックしてください。
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図3-29　レコード内容表示
　調査票データをコピーする場合には、レコード情報（2／2）ウィンドウのリストから
コピーしたい調査票を選択し、「コピー」ボタンを左クリックします。コピー先設定ウィ
ンドウが表示されるので「ファイルパス指定」ボタンを左クリックしてコピー先のドライ
ブを設定します。コピー先が表示されるので「OK」ボタンを左クリックするとコピー先
のファイルに調査票データがコピーされます。
　「戻る」ボタンを左クリックするとレコード情報（2／2）ウィンドウに戻ります。「キ
ャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してレコード情報（2／2）ウィンドウ
に戻ります。
※　作成日確認にチェックをする場合
　　チェックをつけた場合は、コピー先に同一作成日の調査票がある場合にコピーは行
　いません。
　　チェックをつけない場合はコピー先の作成日を問わずコピーを行います。
　　コピーは単一ではできません。調査票名のレコード数を一括コピーしてください。
図3-30　コピー先設定
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　　　　調査票への入力で以前の調査回答データを基にレコードの修正を行っている時に、誤っ
　　　てレコードを削除してしまうことがあるかもしれません。その場合には編集用フォルダ内
　　　の回答データを破棄することで、バックアップフォルダのデータを活かすことが可能です。
　　　　　レコード情報（2／2）ウィンドウの調査票リストから削除をしたい調査票を選択して
　　　　「削除」ボタンを左クリックします。すると削除確認ダイアログが表示されます。「OK」
　　　ボタンを左クリックすると編集用フォルダ内の回答データは削除されます。「キャンセ
　　　ル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニューに戻ります。
※　1レコードのみの削除はできません。
図3-31 レコード削除
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3.5.3　タイマー情報管理
　　　同一ユーザIDで調査票に入力作業をしている場合に、ある人が長時間調査票を開いた
　　ままになって別の人のデータ登録が行えなくなることがあります。その場合には、長時間
　　開いたままで何も応答のないアクセスをクリアしてやる必要があります。タイマー情報管
　　理では、設定時間が過ぎた無応答アクセスをクリアするようにタイマーの時間設定を行い
　　ます。
　　　タイマー設定を行うには、メインメニューの「補助」を左クリックし、プルダウンメニ
　　ューの中の「タイマー情報」を左クリックするとタイマー情報ウィンドウが表示されます。
　　タイマー情報ウィンドウに日、時間、分、秒が表示されるので、日、時間、分、秒に設定
　　したい数値を入力して「設定」ボタンを左クリックするとタイマーが設定されます。「キ
　　ャンセル」ボタンを左クリックすると処理を終了してメインメニュー画面に戻ります。
　　＊）日（0～99）、時間（0～23）、分（0～59）、秒（0～59）の間で設定して
　　　　ください。
　　＊）日、時間、分、秒をすべて0で設定することはできません。
図3-32タイマー情報の設定
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　　3.5.4　エラー情報管理
　　　　　エラー情報管理では、エラー情報の内容を表示します。エラー情報を表示するには、メ
　　　インメニューの中から「補助」を左クリックしてプルダウンメニューの中の「エラー情報」
　　　　を左クリックします。するとエラー情報ウィンドウが表示されます。エラー情報ウィンド
　　　　ウにエラー情報がすべて表示されます。「OK」ボタンを左クリックするとメインメニュ
　　　ーに戻ります。
図3-33エラー情報
3.5.5　バージョン情報
　　　メインメニューの「ヘルプ」を左クリックしてプルダウンメニューの中の「バージョン
　　情報」を左クリックするとバージョン情報ウィンドウにサーバ管理ツールのバージョン情
　　報が表示されます。「OK」ボタンを左クリックするとメインメニューに戻ります。
図3-34バージヨン情報
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3.6お知らせメッセージ
　　　　お知らせメッセージは、システム運用側からユーザのログイン時にメッセージを伝えた
　　　い場合に使用します。設定されたメッセージは、カテゴリ一覧選択／パスワード選択画面
　　　に表示されます。サーバの停止期間や運転スケジュールなどを知らせる場合に機能します。
　　　　お知らせメッセージの設定はWWWサーバ環境内にあるHtmlMes.txtにテキ
　　　スト形式で記述します。メッセージが必要でない場合、HtmlMes.txtを削除し
　　　てください。
※　→　ファイル環境の詳細は、「4.1.2　調査票入カプログラム支援システムの
　　環境設定」をお読みください）
＜ファイル内容＞
＊＊＊お知らせ＊＊＊
AM0時からAM6時の間、サーバー使用中のため運用中止です。
＜表示結果＞
PrjListはJavaが使用できるブラウザで下に表示されます
図3-35　お知らせメッセージ
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4.1調査票入力の操作全体図
　インターネット上での調査票への入力手順をまとめた全体図です。
図4-1 調査票入カ操作全体図
ホームページ
パスワード入力画面 →「4.3.1パスワード入力画面」をお読みください。
カテゴリ選択画面 →「4.3.2カテゴリ選択画面」の1）調査票入力画面への遷
　移をお読みください。
パスワード変更画面 →「4.3.2カテゴリ選択画面」の2）パスワードの変更方法
　をお読みください。
メニュー画面 →「4.3.3調査票メニュー画面」をお読みください。
調査票入カ画面 →「4.3.4調査票入力画面」をお読みください。
レコード管理画面 →「4.3.5レコード管理画面」をお読みください。
調査票入力画面がリンクしているHtml。
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調査票選択画面 →「4.3.6CSVファイルダウンロード」の1）調査票選択を
　　お読みください。
CSVファイルダウンロード→「4.3.6CSVファイルダウンロード」の2）CSVファウ
　ルダウンロードをお読みください。
ファイルのダウンロード 9「4.3.6CSVファイルダウンロード」の3）ファイルのダ
　ウンロードをお読みください。
ヘルプ画面 →「4.3.7　ヘルプ画面」をお読み下さい。
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4.2　ブラウザについて
　　　＜ブラウザの制限＞
　　　　調査票入力が可能なブラウザは、Netscape　Navigator4.0以降、IntemetExpiorer4.0
　　　以降もしくはHotJava1.1.4以降を対象にしています。ただし、現状で動作が正常に行わ
　　　れるものは、NetscapeNavigator4.0以降となっています（1999年9月14日現在）。他の
　　　ブラウザでも利用可能なように対応策を検討中ですので、最新の状況については、別記ホ
　　　ームページによって確認してください。
＜ブラウザ使用上の注意＞
　この調査票入力画面を終了する際には、必ず「カテゴリ一覧選択／パスワード変更」画
面に戻してからブラウザを閉じてください。他の画面で終了するとシステムの運用上に支
障をきたす恐れがありますのでご注意ください。
＜使用ブラウザ操作上の注意＞
使用ブラウザ
　　　Netscape　Navigator：Version4.0以降
　1.調査票入力画面のボタン上でのマウス操作
　　　　：左クリツクのみ可能。
　2.パスワード入力
　　　　　全角入力不可。
　3.文字数値入力の文字数制限（パスワード入力、パスワード変更及び調査票入力画面）
　　　　　パスワード入力、パスワード変更画面→文字数の制限値以上は入力不可。
　　　　　調査票入力画面→文字数の制限値以上は入力不可で、カーソル位置が一番右
　　　　　　　　　　　　　　に移動。
　4.調査票入力画面の文章入力フィールド内のTABキー遷移
　　　　　次の質問項目にフォーカス遷移可能。
　5.ユーザID入力
　　　　：選択したいユーザIDがリスト上に表示されない場合は、一端適当なユーザI
　　　　Dを選択し、HomeキーまたはEndキーを押下した後上下の矢印キーでユー
　　　　ザIDを選択。
　6.遷移した時に画面が表示されない場合
　　　　一度ブラウザウインドウの最小化ボタンを押し、再度元の大きさのウインドウ表
　　　　示ボタンを押すことで再表示が可能。
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4.3　操作方法
画面の遷移をたどりながら、調査票入力画面までの操作方法について説明します。
4.3.1　パスワード入力画面
　調査の案内を表示するホームページの画面から調査票を呼び出すと、まずパスワード入
力画面が表示されます。パスワード入力画面は、調査票入力画面の入口にあたります。こ
こで回答機関（者）は、ユーザIDとパスワードによる認証が行われます。
　パスワード入カ画面では、ユーザIDフィールドの「▼」ボタンを左クリックすると回
答機関（者）のユーザIDが一覧表示されるので当該のユーザIDを選択するか直接入カし
ます。さらに、パスワードフィールドに、設定されているパスワード（1文字以上8文字
以内の大文字小文字の区別がある半角英数字）を入力します。OKを左クリックするとカ
テゴリ選択画面に遷移します。
図4-2　パスワード入カ画面
4.3.2カテゴリ選択画面
　カテゴリ選択画面では、回答する調査を選択します。その他にパスワードの変更はここ
で行うことができます。また、このページから調査を終了して呼び出されたホームページ
ヘ戻ることができます。調査票入力を終わる場合には必ずこの画面に戻ってから終了して
ください。
1）調査票入力画面への遷移
　調査票入力画面へ進むには、選択肢フィールドの「▼」ボタンを左クリックします。す
ると調査名が選択肢フィールドに表示されます。調査名を選択して、「調査票」ボタンを
クリックすると調査票入力のメニュー画面に遷移します。また、「CSV」ボタンをクリッ
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　　　　クすると調査票選択画面に遷移します。
　　　　※　　「CSV」ボタンは「4.3.6　CSVファイルのダウンロード方法」で説明しま
　　　　　　す。
図4-3　カテゴリ選択画面
2）パスワードの変更方法
　調査期間中は、多くの人がアクセスします。その間に入カデータを改竄されたりしない
ためには、パスワードを変更しておくことは有効です。
　パスワードの変更方法は、新しいパスワード欄に新しいパスワードを入力し、新しいパ
スワードの確認欄にも同じ文字列を入力します（アスタリスクが表示されて入力された文
字や数字は画面に表示されません。入力した文字列をよく覚えておいてください。）。「実
行」ボタンをクリックするとパスワードが変更され、サーバ側に新しいパスワードが登録
されます。パスワードは、1文字以上8文字以内の半角英数字で大文字、小文字の区別が
あります。
図4-4　パスワード変更画面
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4.3.3調査票メニュー画面
　調査票のメニュー画面には、各調査票のボタンが表示されます。ボタンを選択し、1回
左クリックすると次の画面に遷移します。
　遷移先の画面には3通りあります。調査票の種類によって、1回のみ回答を求められる
シングルレコードの場合は「調査票入力画面」へ、マルチレコードの場合は「レコード管
理画面」へ遷移します。また、さらにいくつかの調査票ボタンからなるサブメニュー画面
への遷移を設定することができます。
　調査票のボタンにカーソルを合わせると、ブラウザのガイダンス領域にガイダンスメッ
セージが表示されます。
※　ボタンをクリックしたかどうかの確認は、ブラウザのバロメータを目安にしてくだ
　さい。クリックされていれば、バロメータ領域は青くなります。むやみに続けてボタ
　ンをクリックすることはハングアップの原因となります。
図4-5　調査票メニュー画面
4.3.4調査票入力画面
　調査票入力画面は、シングルレコードとマルチレコードの場合で構成が若干異なります。
1）シングルレコードの画面
　シングルレコードの場合には、画面右下隅に「終了」ボタンと「キャンセル」ボタンが
あります。
※　「戻る」ボタンはマルチレコードのみです。
　　→　シングルレコード、マルチレコードについての詳細は、　「2.2.1　レコード
　　　タイプ」をお読みください。
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　　　　　・［終了］ボタン：「登録確認ダイアログ」が表示されます。
　　　　　　　［OK］ボタン：サーバにデータの登録または変更を行い、「メニュー画面」に遷
　　　　　　　　　　　　　　　移します。
　　　　　　　［取消］ボタン：「登録確認ダイアログ」が消去されます。
　　　　　・［キャンセル］ボタン：データの登録を中止し、「メニュー画面」に遷移します。
図4-6調査票画面（シングルレコード）
2）マルチレコードの画面
　マルチレコードの調査票画面の場合には、画面右下隅に「戻る」ボタンと「終了」ボタンと
「キャンセル」ボタンがあります。
・［戻る］ボタン：「登録確認ダイアログ」が表示されます。
　　［OK］ボタン：サーバにデータの登録または変更を行い、「レコード管理画面」
　　　　　　　　　　に遷移します。
　　［取消］ボタン：「登録確認ダイアログ」が消去されます。
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・［終了］ボタン：「登録確認ダイアログ」が表示されます。
　　　［OK］ボタン：サーバにデータの登録または変更を行い、「メニュー画面」に遷
　　　　　　　　　　　移します。
　　　［取消］ボタン：「登録確認ダイアログ」が消去されます。
・［キャンセル］ボタン：データの登録を中止し、「レコード管理画面」に遷移します。
図4-7調査票画面（マルチレコード）
4.3.5レコード管理画面
　メニュー画面でマルチレコードの調査票のボタンを左クリックするとレコード管理画
面に遷移します。レコード管理画面では、レコードを新規／追加作成したり、既入カレコ
ードの更新や削除を行います。
　また、マルチレコードの調査票入力画面でデータを入力し、「戻る」または「キャンセ
ル」ボタンを左クリックした場合もレコード管理画面に遷移します。
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　　　　　レコードを新規／追加するとレコードー覧リストの中の末尾にレコード名が追加され
　　　ます。レコードを更新するとレコードー覧リストで選択されたレコードが更新されます。
　　　　※　→　レコード名の詳細については、「2.2.2　タグファイル」をお読みくださ
　　　　　　　　い。
新規／追加・・・・・・＜「新規調査票」を選択した場合＞
　　　　　　　　　　　　回答欄が空のレコードを新規作成または追加します。
　　　　　　　　　　　＜「新規調査票」以外のレコード名を選択した場合＞
　　　　　　　　　　　　そのレコードの回答欄の内容を複写した状態で追加します。
更新・・・・・・選択されたレコード回答の修正、更新をおこないます。
削除・・・・・・選択されたレコードを削除します。レコード削除確認ダイアログで再
　　　　　　　　確認されるので、「削除」ボタンを左クリックします。「中止」ボタン
　　　　　　　　を左クリックするとレコードの削除を中止し、レコード削除確認ダイ
　　　　　　　　アログが消えます。
戻る・・・・・・メニュー画面に戻ります。
図4-8レコード管理画面
4.3.6CSVファイルのダウンロード方法
　調査票入カデータを調査回答機関側で利用したい、あるいは、保存しておきたい場合が
あります。その場合には、調査票入カデータをCSV形式で外部ファイルにダウンロード
できる機能があります。以下に、その方法について説明します。
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1）調査票選択
　はじめに4.3.2カテゴリー選択画面で、カテゴリ名を選択してCSVボタンを左
クリックします。すると調査票選択画面が表示されるので、選択肢フィールドの「▼」ボ
タンを左クリックします。調査票名が表示されるので調査票を選択します。次に「コンバ
ート」ボタンを左クリックすると選択された調査票の回答データをCSV形式に変更し、
ファイルダウンロード画面に遷移します。「カテゴリ選択へ戻る」ボタンを左クリックす
るとカテゴリ選択画面に遷移します。
図4-9　調査票選択画面（CSV）
2）CSVファイルダウンロード
　CSVファイルダウンロード画面は、先の調査票選択画面で選択した調査票の回答デー
タをCSV形式のファイルとしてダウンロードします。
　ダウンロードする場合には、「ダウンロード」ボタンを左クリックします。するとファ
イルのダウンロードダイアログが表示されます。「カテゴリ選択へ戻る」ボタンを左クリ
ックするとカテゴリ選択画面に遷移します。「調査票選択へ戻る」ボタンを左クリックす
ると調査票選択画面に遷移します。
図4-10　CSVファイルダウンロード画面
3）ファイルのダウンロード
　ファイルのダウンロードでは、CSV形式の調査回答データファイルをディスクに保存
　します。
　先のCSVファイルダウンロード画面で「ダウンロード」ボタンを左クリックすると、
ファイルのダウンロード画面が表示されます。「OK」ボタンを左クリックすると、ファ
イルに保存ダイアログが表示されるので、保存先を選択してください。「保存」ボタンを
クリックするとダウンロードが完了します。「キャンセル」ボタンをクリックするとダウ
ンロードを中止し、ファイルのダウンロードダイアログが消去されます。
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図4-11 ファイルのダウンロード
4.3.7ヘルプ画面
　ヘルプ画面はメニュー画面や調査票入力画面上で右クリックでポップアップメニュー
を表示させ、参照するヘルプを選択するとヘルプを表示することができます。ヘルプには
メニュー画面では画面ごとに対応するヘルプが存在し、調査票入力画面では操作ヘルプと
画面ヘルプが存在します。また、ヘルプは別ブラウザを起動しますので、操作しながらヘ
ルプを参照することが可能です。（以下の例はメニューの場合です。）
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